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～医療での放射線被ばくについて～
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休診日◆月曜午前/水曜午後/土曜午後/日曜/祝日
予約優先◆初診の方もまずはお電話ください。

☎ 026-285-9209 ☎
◎ 土曜日受付時間 8:30～13:30 ◎

受付時間 月 火 水 木 金 土

8:30～12:30 休 ● ● ● ● ◎

14:30～18:30 ● ● 休 ● ● 休

南ながの公園クリニック

スタッフのつぶやき

看護師の芳川です。
最近ホームベーカリーでヨーグルトを作るのに
はまっています。時間はかかりますが
固まった出来上がりを見るのが楽しいです。
色々なヨーグルトを種にしてどれが美味しいか
日々研究中です。

事務の米沢です。
ベストセラーになった『夢をかなえるゾウ』という
自己啓発本をご存じでしょうか？
ごく平凡なサラリーマンが「神様」を名乗る謎の生物
ガネーシャの指南によって自らの人生を変えていく
物語なのですが、その言葉がなかなかに
物事の核心をついています。
まじめそうな話のようでメチャメチャ
おチャラけていて楽しく読めました。
シリーズで1・2・3・4とおすすめです。

南ながの公園クリニック通信
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「最近CTやレントゲンを受けましたが、
マンモグラフィを行っても被ばくによる健康被害
はありませんか？」と質問されることが時々あります。
5年前のクリニック通信にも書きましたが、
少し補足して説明したいと思います。
人体に影響を与える放射線の量をSv(シーベルト)
と言う単位で表します。
元々自然界（空や大地、食べ物など）から
1年間に2.4mSv被ばくしています。
被ばくの影響については、がん、白血病、寿命の短縮、
子孫への影響が考えられますが
一度に全身に受ける被ばく量が100mSv以下ではリスクはないと考えて良く、
100mSvの被ばくでは1週間位、10mSvでは1日位で、
影響を受けたところが元の状態に戻るとの報告があります。
マンモグラフィは0.3mSv、胸部レントゲンは0.05ｍSvの被ばくです。
年齢や体格、検査内容によっても被ばく量は変わりますが、
CTでも50ｍSv以下の検査がほとんどですので
心配な方は先に被ばく量が少ない検査を行うか、
少し間隔を空けて検査を行えば良いでしょう。


